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内容の要旨および審査の結果の要旨

交感神経ブロック剤であるグアネチジンのアナログでノルエピネフリンと同様に交感神経末端

の貯留小胞に集積するとされていろ’蜜Ｉ－ＭＩＢＧを正常ラットおよびレセルピンにて前処置したラ

ットに投与して，ＭＩＢＧの心筋への集積と分布を経時的に検討した。また'231-ＭＩＢＧを肥大型

心筋症患者29人に投与し，その病態を交感神経分布および機能の点から検討した。得られた結果は以下の

通りである。

ｌ１２５１－ＭＩＢＧの心筋内分布は左室よりも右室，心尖部より心基部，心内膜側より心外膜側に

て相対的に高くなる傾向が得られた。これらの結果は哺乳類動物の心筋におけるノルエピネフリ

ン分布に関する従来の報告とほぼ一致するが，心内膜での集積低下は本研究で得られた新知見で

ある。この知見は心筋の内膜側と外膜側とでは交感神経系分布あるいは機能に明らかな違いが存在

するこ=とを意味する。

２．交感神経終末の貯留小胞へのノルエピネフリンの取り込みを抑制する薬剤であるレセルピ

ンにて前処置したラットでは，’塵Ｉ－ＭＩＢＧの心筋への取り込みが正常ラットに比べ経時的に低

下しており，正常ラットにおいてｌ２ｓＩ－ＭＩＢＧは交感神経終末の貯留小胞に取り込まれることが

証明された。

３２核種オートラジオグラムをビデオデンシトメトリ装置で数値化し，ｌ２５１－ＭＩＢＧの心筋

内膜側と外膜側の比を算出したところ，心筋内膜側のＭＩＢＧは心筋外膜側に比し有意に低下して

おり，，の心筋内分布と一致する結果であった。またフェノール処理による除神経モデルラット

では除神経部位での函Ｉ－ＭＩＢＧ集積が有意に低下していた。

４肥大型心筋症患者では2ｏｌＴ８ＳＰＥＣＴによる心筋血流が正常ないし増加しているにもかか

わらず，肥大部においてｌ２３１－ＭＩＢＧ集積低下を注射後20分で10例（４８％），３時間17例（81％）

に認め，人では１２３１－ＭＩＢＧの神経外分布が少ないものと考えられた。

５．肥大型心筋症患者では中隔壁厚とｌ２３１－ＭＩＢＧ／201Ｔ‘比は有意な負の相関を示した。また

中隔壁厚とｌ２３Ｉ－ＭＩＢＧの洗い出しは有意な正の相関を示した。従って,肥大型心筋症ではその

肥厚の程度に応じて交感神経分布あるいは機能の異常が存在することが示唆された。

本論文は，ｌ２３１－ＭＩＢＧが交感神経系イメージング用放射性医薬品として，交換神経分布ある

いは機能に関する新しい情報を与え得ることを実証し，今後肥大型心筋症をはじめ種々の心疾患

の病態生理の理解と診断に役立つことを示した上で，循環器核医学に貢献する所大きい労作と認

めることができる。
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